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2022年度 卒業時アンケート 
アンケート実施日：2022年 11月 1日 

対象：2022年度卒業生 111名 
回収率：106/111名 

◆各コースユニットと試験についての評価 

 
 
◆大学教育で自己が獲得した能力について評価してください。 

 
 
◆6年間を振り返って、本学での学生生活の満足度はどのくらいですか。 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

福祉体験実習（1年次）

重症心身障害児・地域子育て支援実習（2年次）

在宅ケア実習（3年次）

病院業務実習（3年次）

高齢者医療体験実習（3年次）

医学総論（1～6年次）

国領校での教育

医学英語の演習

医療情報・EBM演習

コース基礎医科学（2年次）

コース臨床基礎医学（3年次）

コース社会医学

研究室配属（3年次）

臨床医学Ⅰの講義（4年前期の臨床講義）

臨床医学Ⅱの講義（集合教育での臨床講義）

全科臨床実習（4〜5年次）

診療参加型臨床実習（5〜6年次）

症候学演習

症候から病態へ

ケースカンファレンス

予防医学

基本的臨床技能実習（4年次）

総合試験システム（筆記試験）

総合試験システム（口頭試験）

卒業総括試験

Post CC OSCE

SeDLES

よい まあまあ あまり 悪い 無効

0% 20% 40% 60% 80% 100%

臨床実習ではチームの一員として参加できた

様々な臨床の場の体験

医師として必要な知識、技能の習得

医師としての適切な態度と行動の習得

問題解決能力

文章作成能力

コミュニケーション能力

ディスカッション能力

プレゼン能力

自己主導型学習能力

十分である ある程度できる 少々足りない かなり不十分 無効

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6年間を振り返って、本学での学生生活の満足度はどのくらいですか。

とても満足 ある程度満足 少々不満 かなり不満 無効
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◆卒業時コンピテンスについての自己評価 
 

 

 

 

  

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分と他者の尊厳を大切にできる

わかりやすく説明できる

他者を深く理解できる

適切に合意を形成できる

十分できる ある程度できる あまりできない ほとんどできない 無効

0% 20% 40% 60% 80% 100%

良き医療人として生涯にわたり自己研鑽を積むことができる

医の倫理に基づいて行動できる

自らが模範となり、後進の成長を助けることができる

患者とその周囲の人に献身的に貢献できる

十分できる ある程度できる あまりできない ほとんどできない 無効

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人文社会・自然科学・基礎医学・社会医学・臨床医学の知識を統合し活用できる

患者の心情に配慮し、患者にとって最善な医療に貢献できる

身体的・精神的・社会的な健康に配慮できる

健康な生涯をおくるための方略を提案できる

十分できる ある程度できる あまりできない ほとんどできない 無効

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問題を見出し、正確な情報を集め、それをもとに論理的・批判的に考察できる

研究について倫理的配慮ができる

成果について発表し、議論できる

健康の回復・維持・増進に寄与するための医学研究の一端を担うことができる

十分できる ある程度できる あまりできない ほとんどできない 無効

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社会の健全な発展に貢献できる

医療・福祉・介護を包括的に捉えることができる

国際的視野から医療の現状と課題を理解し行動できる

様々な職種の人々の役割を知り、適切に行動できる

十分できる ある程度できる あまりできない ほとんどできない 無効

① 医療人としてのコミュニケーション：共感的相互理解 

② プロフェッショナリズム：在るべき姿で為すべき仕事をなす 

③ 全人的医療の実践：病気を診ずして病人を診よ 

④ 科学的探究：創造性豊かな医学者を目指して 

⑤ 医療人としての社会参加：嘆きと悩みのこの世を救う 




